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海援の空中電気的調査

長 嶺 旦

On the Atmospheric Electric Investigation on the Sea Fog 

By MoTOMU NAGAMINE 

くMemambetsuMag. Obs.) 

The writer has inv回 tigatedon也e舘 afog at Akk伺 hi,Hokkaido. 

When舘 afogs come over to the land, variations of the potential gradient and the conductivity 

of the atmosphere are observed. As the sea fogs appr個 chthe observational point, the potential 

gradients incr飽 seand the valu回 of也econductivity decrease. 

In e玄関edinglyd開 se鵠 afogs, the visibility is 30・40met町 sand the po飴iltialgradi阻 tsshow 

high valu伺・（500-600V/m)which are, however, confined旬 only也r回 tim回 aslarge as the 

B町田alvalue. The val脚 ofthe el舵 tricconductivity are I閤：thanthe normal v山 e (0.18× 

10・4e.s.u.). 

§ 1. 緒言

昭和?:l年7用下旬より 8月上旬に亙り釧路郡厚岸町に扱いて林業試験所，北大低温科学研賞所

及び札暁管区気象台との共同観測により海第に関して極々の調盗が行われた．そのーテーマとして

きさ中電気観測があり当方に依額があったので電位傾度と大気伝部度D測定を行った．観測点はアイ

カツデ岬東方300mに位し，海抜75mあP南方約70mにして海岸庇護している．

海軍i<D発生は海上15～20湿附近で発生するらしく南の風と共に観測点に進入してくる．

濃霧に治ける空中電気観測は漏洩等D点で相当困難が伴うものと懸念されていた，特に大気伝導

度C測定はフアγ で・:2!.気を吸込むため霧粒の附着により長時聞に亙る測定は絶縁不良となっで不可

能にたるのではたいかと心配されていたが霧粒は流線に潤うて流れ測定締には殆んど附着せず，情

絶縁物は電熱によりヒートするととにより漏洩による不都合は起らたかった．

海il<D進入及び消散の際D電位傾度，伝導度D変化の状態，並びに霧C濃度の変化に伴う両者c

関係等を調査する目的であった．

§ 2. 観測

電位傾度はベシドルフ電位計及びポローユ戸ム蒐電様を用いた．観測室は半地下室のため蒐電器

D高さが低く地上 83cm，建物からは120cmであった．倫建物附近白地形は使雑でありとれ等の状

況からしτ観測点C電場は相当小さくされていると思われた．しかるにとの附近は全体的にみて高

さ75m<D1J、山とみるととが出来・るDで総体的な電場は相当強くたっている．備平面更正観測を2
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固に瓦り行ったが意外に大きく 3.95の値を得た．

大気伝部度測定はヂルジエシ通風装世並V:tc清水式電位計を用い目概観測を行った．観測は30

分毎と 15分毎とをDときの状況に応じてゐとなった．

間組は観測室前を南北に走る 40mスパYCD電桂を用いて階級を決めた．

観測結果

観測回数は7月25日， 26日， 27日及び8月5日， 6日の5・回えられ7群の霧について調査し

た．

a. 電位傾度について

日変化 静穏自にたける日変化は観測期間中天候に恵まれず8月2日の1日をえたのみで決し

て満足サペき値とは云えたいがその目。値から3時間布：D移動平均により求めたが日変化に近いも

のがえられた

T 同司 3l4!sjsj1js庁間平｜嗣明暗1~2~1可取函.~
V/m 11元柄拘尋一I~仲村

日変化をみるにその健は大きく平均で263V/mを示している．とれをみても地形的に置場の強い

ととがわかる．日変化の型は極大，極小が2つづっあらわれる大臨型の変化が認められた．

霧の膨響 霧D進入に伴う電位傾度D変

化についてみると海霧の場合も随霧と同様に

例外たく変化は正に増大している．そして霧 J≪J1 

の濃度が増すと共にその債は大きくたり観測 判
中もっとも大きいときで858V/m迄に建しそ

のときの視程は 50m以下に減巳た．叉密化

の大きさをみるに宿雨や風躍のときD様に法

外に大きくなることはなくせいぜい日変化。

2～3倍位でとどまってゐりとれを超えると
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とは珍しい．観測中に請ないても 500V/m附近で、とどまっている．女満別の臨霧についでみるに相当

濃い霧の日に3ないても 400V/mを超えず目変化の 3倍程度であった．ラたに’宙雨や風·~のときの変化

についてみるとその変化は大きく今泡に観測された俄を示すと胃雨の場合は 9700V/mを超え，風

協に3ないては『3700V/mtt:ゐよんでいる．織による変化にはある限界があり日変化の2～3倍を

超えないととは興味ある現象と云えよう．
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伝部度についてb. 

日変化は連続観測を去とたが危かったので断定しかかるが8月2日C結果からみて maxは9～

る．

に会よんでいる．周知の様に伝部度を左右するも

のは小イ ,;;t:.-'CD数によると考えられるCD"'l::霧が進入しτくるととによって大気中の小イオシが霧粒

11時の間にあらわれm担は早朝あらわれる様に思われる．．日平均値は 1.94 x lo-'e. s. u.程度とな

伝単度にSないても霧の影響が大きく霧の進入と共に値は減少し霧のもっとも濃く視程が50m

以下に3的、支は著しく減少し0.17×lO""'e.s.u. 

や霧粒にたりえない細臨，核等K捕捉され著しく小イオシの数を減少さすため伝蔀度が小さ《な

るものと思われる．

硯程との関係をみると電位傾度と同様に両者の関係がよ

3 ID例主挙げる噌

電位傾度と伝導度との関係

第2図から買位傾度と伝導度との変化を比較してみるに

非常によく対応した変化をしている.l!Pち電位傾度が増加

文は減少Dとき伝導度は避に減少叉は増加している．電位

傾度と伝導度との関係は次の式であらわされる．
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電位傾度の増加叉は減少に対して伝堪度の方は減少叉は増

加するとと Lたる．今霧が進入して来た際に電位傾度，伝導

度及び垂直電流が静穏た自のそれと比べてどれ位変化する

かを調べてみた．今趨に観測された7群の霧について観程50

m以下Cもっとも濃い霧の場合に長ける平均値は電位傾度
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は534V/m，伝導度は0.71×10・唱 e.s.u.，垂直電流は12.6×10-7e.s. u.でありとれをと静穏日広島

ける平均値と比較してみると電位傾度は100.4%の増加となり．，伝部度は62.4%減少し，垂直覚流

は35%e:J減少とたった． とれをみるともっとも濃い霧に沿いても垂直電流の変化は電位傾度，伝

部度D変化に比ぺて小さく 3分のー及び2分の一程度の変化となっている．倫静穏日にゐけるSJ!-均

備は電位傾度は263V/m，伝導度は1.94×10-'e.s.u.，垂直電流は 17.0×10-7e. s. u.である．

a. 海軍B中D昼間電荷密度

．海2震は帯状陀分布しある高さをもって波状的に進入してくるのであるが進入中霧の上限の高さは

余り変動したい様であった．札幌管区気象台D石井技官が気球によって霧居中の各気象婆紫の観測

をされていたので霧の上限の高さを知るととが出来た．そとでとれ等の｛直から霧府中の昼間電荷密

度を算出してみた．

今霧によって生じた電位傾度を Eとすると

E=47tiρh 

とと？でhは霧D高さ， ρは霧の中D窓間電荷密度である．霧のかかったときの電場を Eiとし

霧Dない日Dその時刻D静穏日電場をE2とすると

E=Ei-$2 

とたる，今Ei=858V/ni.E2=325V/m，霧の高さを 400mとすると窓間篭荷密度ρは

E=,47t，ρh 人p=O.04e.s.u./m3 

霧居中の昼間電荷密度は霧のもっとも濃い問題が50m以下のときに沿いても 0.04e.s.u./m~ 程度に

しかならず晴天の目白昼間電荷密度の健とオ戸グーは等しい．

§ 3. 結果に対する考察

海霧中に烏ける電位傾度と伝部度両者D種々の変化が認められたがとれ等の現象を理論ずけるに

は両者の観測だけでは出来ず霧の帯電状態やその他極々の要素が必要であり結論に関しては衣聞に

ゆずるとととする．

§ 4. むすび

海霧に治けるき中電気的調査として電位傾度及び伝部度の観測を訟となった．そして霧発生時に

沿ける両者の関係がよく認められた．霧D場合は海霧，陸霧の別なく常に電場は五に増大する，そ

して電位傾度の密化は余・り大きくならずその場所の日変化の2～3傍般にとどまるととが認められ

た．霧居中の昼間霞荷密度は余り大きな変化はなく晴天白日D値とオーグーは等しい．

とれ等の現象究明のため霧に関する益中電気的綜合観測が笠ましく今後に期待するものである．

終りに臨みとの観測に要した経費を出していたアごいた北海道防霧林研究委員会並びに色々と御便

宜を賜わった札幌管区気象台柴岡合長，淵本，守岡，両技官に深謝の意を表しますと共に終始御指

部いただきました湯村技官，内川所長に対し感謝申上げます．


